
二次必須
①

20 原子カ・放射線部門【必須科目 I 】

1 次の2問題 (1-1, 1-2) のうち 1問題を選び解答せよ。（解答問題番号を明記し，

答案用紙3枚を用いてまとめよ。）

I - 1 国連気候変動枠組条約第28回締約国会議（COP28) では原子力の役割に改めて注

意が向けられ， その有効性が決定文書に明記されるとともに， 世界全体の原子力発電容呈

を増やしていこうという共同宣言も発表された。 一方， 日本国内に目を向けると ， 新たな

発電用原子炉建設の機運は必ずしも十分高まっておらず， 既存の原子炉を有効活用するこ

とが重要である。 この現状を踏まえ ， 次の問いに答えよ。

(1) 日本において火力発電を脱炭素電源で置換することを目指すときに解決すべき電力需

給に関する技術的な課題を3つ抽出し， それぞれの課題を明記したうえで多様な観点か

ら検討して， その内容を具体的に示せ。

(2) 前問（1) で抽出した課題のうち最も重要だと考える課題を 1 つ挙げ， その課題に対

する既存の原子炉を用いた解決策を複数考案し， 技術部門の専門技術用語を交えて示せ。

(3) 前問 (2) で示した解決策に関連して新たに浮かび上がってくる将来的な懸念事項と

それへの対策について， 技術的な検討を踏まえた考えを示せ。

(4) 前問（1)~(3) の業務遂行において必要な要件を， 技術者としての倫理， 社会の

持続可能性の観点から題意に即して述べよ。
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1 -2 我が国では，発電用原子炉や大規模放射線発生施設などの多くの施設の廃止措置

が今後進められることになっている。しかし，本格的に施設の解体が行われた事例は少

なく，技術や知識の蓄積が十分ではない。このような状況において，廃止措置の作業従

事者の安全と健康の確保を最優先に行い，放射線被ばく線量及び放射性廃棄物の発生量

の低減に努め，保安及び環境保全のために必要な機能を維持管理しつつ廃止措置の作業

を着実に進めることが重要となっている。

上記の状況を踏まえて以下の問いに答えよ。

(1)原子力施設の廃止措置の作業管理を担当する技術者としての立場で多面的な観点から

3つの課題を抽出し，それぞれの観点を明記したうえで，その課題の内容を示せ。

( 2 )前問(1)で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を 1つ挙げ，その課題に対す

る複数の解決策を，技術部門の専門技術用語を交えて示せ。

( 3 )前間(2) で示したすべての解決策を実行して生じる波及効果と専門技術を踏まえた

懸念事項への対応策を示せ。

(4 )前問(1) '"'-' (3) の業務遂行に当たり，技術者としての倫理，社会の持続可能性の

観点から必要となる要件・留意点を題意に即して述べよ。
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令和6年度技術士第二次訴験問題〔原子力・放射線部門〕

20-1 原子炉システム・施設【選択科目 E】

E 次の 2問題 (IT-1，IT-2) について解答せよ。(問題ごとに答案用紙を替えること。)

IT-1 次の 4設問 (IT- 1ー 1----IT-1-4) のうち 1設問を選び解答せよ。(綾負の答

案用紙に解答設問番号を明記し，答案用紙よ放にまとめよ。)

IT-1ー 1 長期的な環境や資源の持続性に配慮した革新的な原子炉の中から，軽水冷却

炉以外のものを 2つ取り挙げて，原子炉の基本的な構成要素の違い，及びそれぞれの特

徴や利点を多様な視点から説明せよ。

IT-1-2 原子力施設の安全確保の基本思想は「深層防護」であるが，この思想、に基づ

く安全対策を具体的に述べよ。

IT-1-3 配管内に突き出した円柱状構造物や蒸気発生器内の伝熱管など，原子炉シス

テムにおいて流力振動による損傷事例が複数報告されている。このような流力振動とそ

の防止に関してメカニズ、ムを含む損傷現象の概要と設計に当たって考慮すべき留意点に

ついて述べよ。

IT-1-4 運転状態に対応した運転上の制限の逸脱 (LCO逸脱)について，規制要求

内容及び運用に関する概要を述べよ。
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IT-2 次の 2設問 (IT-2-1，IT-2-2)のうち 1設聞を選び解答せよ。(責怠の答

案用紙に解答設問番号を明記し，答案用紙Z弦玄周ど玄まとめよ。)

IT-2ー 1 東京電力柏崎刈羽原子力発電所での事例にもあるように，原子力施設の核セ

キュリティーが近年改めて注目されている。核物質防護を含む核セキュリティーの重要

性を踏まえ，その対策について原子力発電所の施設設計あるいは運用にかかる核セキュ

リティー担当者として業務を進めるに当たり，下記の内容について記述せよ。

( 1 )核セキュリティー上の対策を立てるうえで，調査・検討すべき対象事象(防止する

事象)とそれらの重要性，内容を説明せよ。

( 2 )原子力発電所の施設設計や運営管理上の主要な防止方策を 2つ挙げて，業務を進め

るうえでの手順，留意・工夫を要する点を述べよ。

( 3 )前述の防止方策をプラント設計や施設の運営管理に適用するうえで調整が必要とな

る関係者を列記し，設計や運用などの業務を効率的，効果的に進めるための関係者と

の連携・調整について述べよ。

IT-2-2 新型軽水炉の開発で従事者の被ぱくを合理的な範囲で可能な限り低減するこ

とが求められる。あなたが新型軽水炉開発における従事者の被ばく低減の担当責任者に

選ばれた場合，下記の内容に答えよ。

(1)新型軽水炉の被ばく低減戦略を立案するために調査，検討すべき事項とその内容を

幅広く述べよ。

( 2 )被ばく低減の目標を達成するための開発手順を設計から点検・保守作業全般にわた

って示し，それぞれの段階で留意すべき点，工夫を要する点を述べよ。

( 3 )被ばく低減策を実現するための開発を効率的，効果的に進めるための関係者との調

整方策について述べよ。

R6 20-1 【E】2/2



令和6年度技術士第二次試験問題〔原子力・放射線部門〕

20ー 1原子炉システム・施設【選択科目E】

E 次の 2問題 (m-1，m-2)のうち 1問題を選び解答せよ。(愛負の答案用紙に解答問

題番号を明記し，答案用紙主政主恩どエまとめよ。)

m-1 原子力施設の安全対策は東日本大震災の経験を踏まえて大幅に強化されてきたが，

令和 6年能登半島地震は外的事象に関する経験からさらに学び続ける必要性を示している。

人と環境を放射線のリスクから効果的に保護するためには，原子力発電所内の活動に加え

て，原子力災害対策を含む発電所外の活動や，発電所内外の連携にも配慮することが重要

である。このような状況を考慮して，以下の問いに答えよ。

( 1 )能登半島地震の経験を踏まえた安全性向上のための教訓を，取り組むべき主体や対策

の実施場所の違いを考慮しながら 3つ抽出し，その違いを明記したうえで，専門技術用

語を交えて具体的に示せ。

( 2) 自身の技術的専門性や職務経験を踏まえて，前間(1 )で抽出された教訓の中から

1つを選び，その教訓を反映する複数の方法を多様な視点、で検討し，専門技術用語を交

えて具体的に示せ。

(3 )前問 (2) で示した具体策を実行したとしても残るリスクを，安全面に限らず幅広く

検討し，その対応策を示せ。

m-2 既存軽水炉プラントの寿命延長と令和 7年6月に施行される改正法に基づく「高経

年化した発電用原子炉に関する安全規制Jへの対応について，運転期間30年を超える軽

水炉プラントを， 40年を超えてさらに継続運転する準備を行う技術者として，以下の聞

いに答えよ。ここで言う準備は規制対応としての申請だけに限らず，プラント側の長期運

転への対応を含めてよい。

(1)高経年化にかかる新しい安全規制のこれまでの規制制度との主要な変更点(制度，技

術のいずれの観点も可)を挙げて，それらに対応するうえでの課題を 2つ抽出し，その

内容を示せ。

(2)前問(1)で挙げた課題の中から最も重要と考える課題を挙げて，これを最も重要と

した理由を述べるとともに 2つ以上の課題解決策を示せ。

(3 )前問(2) で示した課題解決策を講じても，新たに生じ得るリスクあるいは将来的な

懸念事項を示し，それへの対策について示せ。
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